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ミュンヘン便り
　〜Absatz（アップザッツ）〜

　「整理番号xxx、出願番号yyy、以下の文章
を記述して下さい。」
　事務所では今日もボイスレコーダーを握っ
たＰ氏の声が、Ｐ氏の個室から朗々と廊下に
流れています。向こう三軒両隣の部屋の住人
達は、Ｐ氏の気分を傷つけないようにそっと
自室のドアを閉めます。Ｐ氏は気づかずに
朗々と続けます。

　「親愛なるMr．Z、2011年11月15日付貴信
を拝受しました。」「Absatz（アップザッツ）」

「ご指示に従い、2011年11月29日付でEPOか
らの拒絶理由通知に対する応答書を提出いた
しました。」「Absatz（アップザッツ）」「し
かし、応答書の中で・・・・のように変更し
ています。その理由は・・・です。」「Absatz

（アップザッツ）」

　ここでＰ氏は今までの文章を最大音量で再

生して自らの声に聞き入った後、さらに続け
ます。
　「今後の対応策としては、・・・や、・・
・が考えられます。我々は、・・・をお勧め
します。その理由は・・・です。」「Absatz

（アップザッツ）」

　いったいＰ氏は何をしているのでしょう
か。特許業界に長くいらっしゃる方はご存じ
でしょう。ディクテーションです。ディクテ
ーションとは、文章を読み上げて録音し、録
音した文章を他の人にタイプ打ちしていただ
くことで書類を作成する仕事スタイルです。
これには、書類の作成速度が格段に速く、疲
れにくいと言う利点があります。読み上げる
際に周囲に音が聞こえるので、仕事を個室で
する慣習がない日本では最近ではあまり見か
けませんが、ドイツの弁理士のほとんどはデ
ィクテーションによりほぼ全ての書類を作成

します。明細書、意見
書、 手 紙、 異 議 申 立
書、鑑定書などほとん
どありとあらゆる書類
がディクテーションの
対象です。唯一の例外
は特許請求の範囲と言
っても過言ではありま
せん。それほどに、デ
ィクテーションは一般
的な仕事スタイルで
す。

　もう一つ、日本では
あまり見かけないけれ
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どもドイツの弁理士が大好きなのが、スピー
カーフォンです。電話中に受話器を手で持た
ずに、音声を電話機のスピーカーから出力さ
せるのです。これを最大音量で実行すると周
囲にはかなり音の被害が出ますので、日本で
は実行が難しいと思われます。個室で仕事を
しているドイツでも、音量を最大にすると周
りの人たちは一斉に自室のドアを閉めます
し、それでも足りない場合には話している人
の部屋のドアを他の人がそっと閉めたりしま
す。前述のＰ氏は最大音量でスピーカーフォ
ンを使うので、彼のドアは頻繁に他の人によ
ってそっと閉じられます。

　さて、再び話をディクテーションに戻しま
しょう。1997年に大阪の事務所に入所した当
時、私の席は所長であるＯ氏の隣でした。Ｏ
氏は常に静かに独り言をつぶやいていました
が、尊敬するＯ氏が独り言を言おうが歌を歌
おうが気にすることなく仕事に集中しており
ました。数年後、私はいかに早く明細書を仕
上げるかという問題を改善しようとして事務
所内の先輩達に相談したとき、Ｏ氏はディク
テーションという私の知らなかった仕事スタ
イルを勧めてくれました。そのとき私は初め
て、Ｏ氏が独り言を言っていたのではなく、
ディクテーションをしていたという事実を知
ったのです。

　ディクテーションでは「、」や「。」なども
全て音声で「てん」、「まる」と言わなくては
なりません。従って「てん」や「まる」は頻
繁にディクテーションに出てくることになり
ます。私の部屋は冒頭のＰ氏の真向かいであ
り、ドイツで仕事をし始めた頃最も頻繁に耳
にしたドイツ語はドアを開けたまま行われる
Ｐ氏のディクテーションでした。その中で一
日100回以上は繰り返されているであろうと
思われる言葉「Absatz」は、ドイツ生活の
中で最初に覚えたドイツ語単語です。この

「Absatz」、何だと思いますか？

　「Absatz」にはこんな用法もあります。あ
る日、友人がいつもより背が高いことに気づ
き、「今日は背が高いね」と言った私にその
友人は言いました。「今日はAbsatzが高いの
よ。」

　さらにはこんな用法も。「（歌手の）ボン・
ジ ョ ヴ ィ の コ ン サ ー ト で は チ ケ ッ ト の
Absatzがとっても良かった。」ちなみに写真
はミュンヘン、オリンピックスタジアムでの
ボン・ジョヴィのコンサートです。

　さあ、「Absatz」の意味、お分かりでしょ
うか。実は、ディクテーションに出てくる

「Absatz」、 高 い「Absatz」、 チ ケ ッ ト の
「Absatz」はそれぞれ意味が全く違うので
す。ディクテーションに出てくる「Absatz」
は“改行”を意味します。ところが、高い

「Absatz」では“靴のかかと”を、チケット
の「Absatz」では“売れ行き”を、それぞ
れ意味します。後者の２つ、“改行”からは
ちょっと想像しがたい意味ではありません
か？　いや〜、外国語は奥が深いですね。
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